
学校名 坂戸市立住吉中学校
実施日 2025/2/13

領域 ＮＯ 評価項目 自己評価
学校関係者
評価

・連携できることは大事です。子供のために、チームを組んで子供を支えていきましょう。
・地域の人材、ニーズ等がよく分からない。学校運営協議会との連携を強めたい。
・地域の大学の女子栄養大生・城西大生が本校で様々なことを学び、生徒へのサポート支援等、頑張っています。
・もう少し、なにかできるのではないか。皆で検討協議していきましょう。
・自転車の乗り方が悪いと電話がくる。どうしたらいいのか分からない。
・学校評価で言うべきではないのかもしれませんが、自転車の乗り方も安全確保だとして、なぜ学校「だけ」で指導しな
きゃいけないのか。地域の方々の指導があってもいいのではないか。自転車に限らず何かあればすぐ「学校で指導し
てください。」って地域の方が言ってくるようですがそれって「連携」になるのか、そこに疑問を感じます。

A

・住吉神楽等、実践し結果も出てきている。神楽を宗教としてとらえると、その国の長い民族活動の一基幹部分であること
が多く、それをさらに文化であるととらえていただければ、さらに広がっていくと感じている。
・学校と地域との関わりがもう少し増えると良いと思う。
・地域の方も個々で注意するときはあっても聞いてもらえないから学校にお願いするしかないこともあるかと思います。特
に自転車は事故にもつながる恐れがありますので、一報を入れておくことはむしろ大事なことと感じます。特に被害者だ
けでなく加害者になることもあると考えることは、学校でも地域でも家庭でもとても重要なことです。

・安全点検担当の先生が中心となりしっかりとその役目を担い、そしてみなさんで協力して確実に安全点検を行ってい
ます。
・古い掲示・破れた掲示があります。期限を過ぎたもの、時期的に合わないもの、破れたり剝がれているものがあった
場合は、自主的に修正するか剝がしています。
・備品に関しては、夏休みの確認作業で明らかとなりましたが、壊れたり古くて使えなくなって破棄したものが台帳に
残っていたり等、煩雑な部分があったと思います。少なくとも今後は、できるかぎり、明確になるように管理していきた
い。

B

・時間さえつくることができれば、できることだと思う。あとは、気づきでありましょう。

・校長先生がホームページをよく更新してくださる。発信してくださり有り難い。
・校長先生がHPや学校だよりに載せてくれる。よく発信してくださっている。
・昨年の学校評価を活かし、今年度は学校公開ウィークが設定された。開かれた学校づくりに努めている。
・地域の大学の女子栄養大生・城西大生が本校で様々なことを学び、生徒へのサポート支援等、頑張っています。

A

・とてもよくなさっておられると思います。

・私個人としては、常に言葉遣いなどは気を付けていかなければいけないと日々感じております。
・みなさん優しいです。
・先生方の個々の生徒の心や気持ちを大切にした接し方はすばらしいと思います。
・声で指導する場面が減っている。
・さらにもっとできるように、みんなで取り組んでいきましょう。教員によって一人でも苦しい思いをするような生徒を出さ
ないように。
・教員の一人一人を見る目が育ってきている。
不登校の生徒にも温かく接してくれていると思います。
・さわやか相談室や生徒支援室がとてもよく活かされていると思います。
・相談部会を中心に話し合っています。案を出してくれます。

A

・ひと昔ふた昔前を思うと、とても丁寧になったとつくづく感じている。

・特別支援教育に関する研修も夏季研修などに加えたほうがいいと思います。
・研修という形では、あまりやっていないような気がする。定期的に総合学級だよりで理解を深めている状況である。校
内研修に取り入れてもいいのではないかと思う。
・「総合だより」がすばらしい。ありがとうございます。
・時間をとってやるべきだと思う。
・時間を設定されていないが、特別支援だよりが研修の機会にもなっている。
・ユニバーサルデザインを意識している教室とそうでない教室の差がある。そもそも、整備がされておらず、授業を行う
には適していない教室もある。ユニバーサルデザイン以前に、教室環境の整備は最低限行う必要がある。
特別支援教育コーディネーターの先生がとてもよく行ってくださっています。ありがとうございます。

B

・今後も特別支援教育の充実を子供たちのために推進していってほしい。

・私たち教職員が子どもたちに手本を示し、見本として取り組んでいきましょう。
・すれ違ったときにあいさつできる生徒が多いです
・教員が挨拶をする。全体に有意性を話す。
・全員ではないが、教員が挨拶をしても返ってこない生徒もいる。一部の生徒からは、先生に挨拶したが返ってこな
かったという意見も聞いたことがある。まずは教員が手本を見せることが必要と考える。
・教員からの挨拶が多く、挨拶しても返ってこない場合が多い。粘り強く教員から挨拶をしていく必要がある。また、朝
の会や呼名の際、中途半端にしないようにする必要もある。
・できる人とできない人がいる。
・これは、家庭での指導も関わってくると思いますが、あいさつに関しては課題だと強く感じる。
・言葉遣いは個人差が大きい。よくできている生徒もいるがあまりできていない生徒もいると思う。
・友達と勘違いをしている生徒が多い。教師も丁寧な言葉遣いしなければいけないと反省しています。
・クラスで掲示したり、呼びかけたりするが、大切さがわからなかったり、改善が見られない生徒がまだ残っている。
・何回連絡や指導をしても期日に提出できない生徒が一定数いる。すぐーるを使って保護者にも呼び掛けて成果もで
たことがあるが、それでも提出できない生徒もいる。
・各ご家庭の協力が必要であるが、協力体制に乏しいような感じがします。
・がんばれる生徒は増えてきた気がします。

B

・地域でもあいさつができる生徒さんが多いと思う。あいさつは大事なので、続けて大事にしてほしい。
・態度となるとあいさつ問題が出てきます。学校外でも個々にかなりの差を感じますが、家庭の問題、学校の問題と分け
て見ていくものではないような気もします。年齢的にも難しいかもしれませんが、うるさがられても伝え続けていてほしい。
あいさつは基本だと思います。

・必ず月に１回は必ず行うこととし、計画的にできていると思う。
・教頭先生を中心に取り組んでいます。
・教頭先生が毎月行ってくれているので意識する機会が増えた。
・外部からの来校者が職員室の中で「ここの職員室の雰囲気はとてもいいですね。ここだったら働いてみたいと思えま
す。」とおっしゃっていた。

A

・起こしてしまえば致命的なため、よく意識されていると思う。要は、逃げない、うそをつかない、ということに尽きると思う。
・今後も月に１回の研修や活動が確実に続くことを願います。

A

・自己研鑽だけでなく、他の先生方とも研鑽を重ねられていることは、生徒の皆さんのためにもとても素晴らしいことだと
思います。

・豊かな心の育成に向けて、みんながんばっています。
・授業もそうだが、「朝鑑賞」も「豊かな心」づくりに生きていて、それが授業にも反映されていると思う。
・学びづくりとつながっている。
・「命の授業」についてもそうですし、「いじめに関するアンケート」も大事にしており、生きることの根幹に関わる取組を
ていねいにおこなっていると感じている。
・日々の学級活動で伝えています。
・学年で計画的に進めている。
・道徳の授業も大事にしている。とてもよいことだと思う。

・『朝鑑賞』や『学びづくり』の取組を、学校として全体で取り組んでいることを評価する。住吉中教職員の温かく丁寧な生
徒への支援と相まって、きっと今後に花開いていくことと信じます。

B

B

・危機管理マニュアル（学校防災マニュアル）が職員室の前と後ろの備え付けてある。各職員が適宜確認できるように
なっている。
・管理職と安全部でよく連携とれている。
・安全部で工夫をこなし行っている。
・安全部がよく動いている。
・安全部でバリケード訓練など工夫がある。
・予告なしの避難訓練を実施してもいいのではないかと思う。
・全体としてはよくできているが、個々によってはまだ不十分なこともある。全職員で意識高くやっていきたい。
・事故や何かトラブルが起きた時に安全担当を中心にすぐ動いているのは助かります。一方で、動く人が限られていた
りするので、組織的な対応はより心がけていった方がいいのではないか。

A

坂戸市立　住吉中学校

〇「自己評価についての評価の説明及び学校の考え」の欄には、理由及び自己評価の結果をどのように受け止めているかを記入ください。

様式３　まとめ（自己評価および学校関係者評価）

令和６年度　　　学校評価

自己評価及び学校関係者評価

　　評価　　A：よくできている　　　　B：概ねできている　　　C：あまりできていない　　　D：できていない
〇「自己評価」及び「学校関係者評価委員評価」の欄には、Ａ～Ｄを記入してください。

坂戸市学校評価システム

・登下校については、学区面積が広く、生徒は自転車通学なので教職員の安全意識は高い。学区内で起きた事故やトラ
ブルについては、現場近くの地域住民との連携も取れているので、良い。

・働き方に関して意識している・意識しなければという流れはあるが、ノー残業デーは守られていない。
・水曜日に１８時までに帰ろう！は守ろうとしています。どうしても無理なときは、無理ですが…長時間働いている先生
がいるのが現実です…。"
・無駄な時間を作らないように努力し、早く帰ろうとしている人が多いため。
・必要性がない仕事は削減していくべき。やることが元々多いのにどんどん増やされている感じがする。そもそも教員
がやるべきか怪しい仕事もある。働き方を見直したくても時間的余裕がどこにもない。特に夏の部活動はなぜ勤務時
間以降もあるのかが理解できない。みんな残りたくて残っている人はいない。時間は加算できないので何かを減らすし
かないと思う。
・仕事量の削減や教員数の増員等が実施されない限り、なかなか難しいと思われます。
・勤務時間を減らすような努力はしているが、季節や時期的なものもあるため、毎月とはいかないのが現実である。
・概ねである。個々によって、働き方改革についての考え方や捉え方も異なるため、難しい面もある。ただ、言えること
は、どの先生方も、子供を中心においた教育活動に邁進してくださっており、何よりも有り難い。あとは、働き方改革とう
たわれている以上、法令も守れるように、各自が意識していく必要もある。
・自動採点が導入され、採点時間が大幅に減った。
・まずは、ノー残業を実施できる仕組みをつくる必要がある。そもそも、残業なしで帰宅することは不可能であり、その
日の積み残し分を勤務時間内で処理できるようなタイムスケジュールをつくらない限り、ノー残業デーを名乗ってはい
けないと感じる。そのためには、短縮などを活用し、持続可能なノー残業デーを構築していくべきである。
・教頭先生が呼びかけてくださり、ほとんどの職員が意識している。
・会計担当の人員を派遣してほしい。空き時間に自家用車で郵便局に行き、業者とやりとりしての支払いをしたり、大
金を管理したり、未納者へ督促などやりにくさや負担が大きい。教員ではなくともできる仕事な上、専門的な人に任せ
たほうがよいと思うから。
・大胆な行事等の削減が今後の課題と思います。行事の実施までは細かく検討する半面、終わってしまうとほとんど検
証もせずに次年度へというのが現状であると思います。「生徒のためだから」「毎年行っているから」「コロナ前は行って
いたから」という理由だけで行事を継続・実施していたら「働き方改革」はなかなか進まないと思われます。
・前年度踏襲で行われているものを本当に生徒に必要なのか、職員の負担と天秤にかけ、見直すべきであるから。
・必要に応じた休暇が取れることは、とても良いことだと思う。推進すべき。あとは、誰かに一方的に負担がかかりすぎ
ることのないように、学年間や教科間、分掌や部活動等において、お互いがお互いを支えあえるように、相手のことを
考えた取得のあり方や協働ができるといいと思う。

B

・たいへん難しいことだとつくづく思うが、各自が今はこうだがこうすればの意識を常に持ち続けて、時々、『こういうのはど
うだろう』と互いに呼びかけ合って無理と思われる中にも『そうか、それがあったか』というところを見つけ出す努力を怠ら
ないよう、いつも心にとどめておくことだと考える。
・働き方改革と言っても先生方の負担は大きいままなので、先生方の要望が広く取り入れられるとよいと思う。
・行政と現場（学校）との温度差があり、問題解決が難しいと実感しました。ルールを作り出している方が、現場を知ること
から見直していただけると良いと思う。現場の声が行政に届きますように。

・学校一丸となって研究に取り組んでいる。すばらしいと思います。
・みなさんたくさん考えて新しいことにチャレンジしていると思います。
・みなさんがとてもよく研鑽を積まれていると思う。
・月一の授業研は有効だと思います。
・最低月１回の「校内授業研究」及び「研究協議」が生きている。これからも大事にしたい。
・月１回以上見合って高め合っています
・校内研修後に同じ教科だけでなく、他の教科の先生方とも意見交換ができている。
・よく分析し、教材研究をされていると思います。
・分析し、課題改善に向けてがんばっています。
・主体的に考える子もいるが、何も考えず友達の意見に頼り写すだけの子もいる。課題設定が難しい。

学校関係者評価委員会の説明

A

B

B

本校の教員は、児童生
徒一人一人を認め大切
にする態度で接してい
る。
（市共通項目）

学校は、特色ある学校づ
くりを目指し、組織的・計
画的に取り組んでいる。

教員は、学力向上に向
け、主体的・対話的で深
い学びのある授業をして
いる。
（市共通項目）

A

児童生徒は、時と場に応
じた態度をとることがで
き、意欲的に学校生活を
送っている。

学校は、体罰や交通事
故等の教職員事故や不
祥事根絶のための研修
や活動に積極的に取り
組んでいる。
（市共通項目）

B

・目指す学校像「生徒にとって将来を生き抜くために必要な力を育成する学校」の観点から、「学びづくり」を推し進める
など、重点化を測っている。
・学びづくりに取り組み、学校として芯が通っている。
・学びづくりを中心に改善しようとしている。
・朝鑑賞の取組も学びづくりの実践に生きている。
・学校全体として、授業研究に取り組み個々の意識も高い。
・校務分掌に基づいた組織的で共通認識に立った学校運営を行っている。

A

・この一年間、協議会時に毎回授業参観を行い、その都度、校長先生より４人グループにおける授業の目標等をうかがっ
てきた。常に検討を重ねているところが良い。

B

B

自己評価についての評価の説明及び学校の考え

9

学校は、特別支援教育
体制の充実を図ってい
る。
（市共通項目）

5
教員は、豊かな心を育む
授業の充実を図ってい
る。

学校は、災害、事故やト
ラブルに対して、組織的
に迅速に対応している。

3

学校は、働き方改革を意
識して、職員の勤務体制
の改善を図っている。
（市共通項目）

4

1

2

6

7

8

B

・地元に住んでいると住吉中学区小中４校の特性なるものがよくわかる。狭い中にも、地域性があるのだなとつくづく思
う。それを理解し合って、共通の指導マニュアル等をつくっていくのもいいと思う。
・小中の連携は、親御さんもとても安心だと思います。
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12

学校は、積極的に地域
の人材を教育活動に活
用し、家庭・地域と連携し
子どもの問題解決を図っ
ている。

10
学校は、安心安全で機
能的な教育環境整備に
努めている。

11

学校は開かれた学校づく
りを目指し、家庭・地域
社会に積極的に情報提
供を行っている。

B

B

B

13
学校は、小中一貫教育
の視点にたった教育活
動を推進している。

B

・小中連携対応教諭の役割とその実践は有り難い。
・教務主任の先生が小学校によく行ってくださっている。
・東部４校（住吉中・勝呂小・三芳野小・上谷小）は、学びづくりの面で、とてもよい連携が取れていると思う。
・グループ学習はやっている。生活のきまりは連携が不足している。
・返事や挨拶などできていないので、小中連携をして挨拶返事など、９年間同じ指導ができると身につくと思う。
・研修会などは昨年度に比べて交流する機会があった。

B


